７．バルブの保守，点検
バルブは回転機や，塔槽類と同様に重要な設備である。しかもその大半は人間が直接操作するものであり，緊急的な使用も多い。従ってこの操作が目的にかなうべく容易に行なうためには日頃の整備点検，保守が大切であることは当然といえよう。『いざ使用しようとしたが，手では動かない。適当なハンドルまわしが付近になかった。たまたまパイプレンチが目についたのでこれを代用してバルブを動かそうとした。思いきり力をいれたところスピンドルがまわらず，ハンドホイルのアームが折れてしまった。あわてて直長に報告したが操作のタイミングを逸したため思わぬ事故になってしまった。』

このようなことは日頃のバルブ整備が悪かったことが無理な操作となり事故の原因となった一例である。

つねに緊急操作でも容易に行なえる手入れを，しかも他人まかせでなく自らが実行することである。

⑴　注油

注油は回転部の作動を容易にし，焼つきを防止するとともに，構造的に機密性を高める役目をする。しかし条件に適合しないものを使用すると効果が期待できないばかりでなく，ときには故障あるいは事故にむすびつくことになるので注意しなければならない。

①　ステムにはグリースを塗布する。この場合，バルブの使用条件によるが，カップグリースにモーターオイルあるいはコンプレッサーオイルを10～30％程度調合したものを使用するのが経験的に効果があるといわれている。塗布は必要以上にすると，これに異物が付着したり，あるいは固化して操作の障害ともなるので注意が必要である。

②　ヨークスリーブのしゅう動部に注油する

一般にモーターオイルまたはギヤオイルを使用するが開閉操作頻度が少ないものについては，これに「しんとう液」を加えて注油するとよい。

③　ヨークスリーブにグリースニップル（グリース注入箇所）の付いているものには作動状態，スピンドルの潤滑油の付着状態に応じてカップグリースを注油する。

④　グリースニップル付きバルブで機構にウオーム，ピニオン等ギヤ付きのものは，②項または①項に準じて注油する。

⑤　以上の注油はできる限りステムを回転移動させながら行なうことが望ましい。従ってバルブの開度に多少でも変化させてよいものはこの状態で注油するよう心がける。

⑥　以上の注油のほか，２～３ヶ月程度の周期で全体の注油替えを行なう。注油替えにはブラッシュ等(注)で以前のオイルをかき取り，新しいオイルを塗布注入すると，オイル以外の汚れも取り除かれ，潤滑材のしん透もよく，緊急時の操作を容易にする。

(注)　ブラッシュは真ちゅう製のものを使い使用にあたっては火花の発生を防ぐよう慎重に行うこと。

⑵　グランドの点検

バルブはグランドの締め方によっても開閉操作の難易に影響する。締めすぎは操作を困難にするだけでなくグランド押えやボルトの折損にもなる。またゆるめすぎると操作は容易だがグランドからの流体漏洩が多く，危険でもある。ごくわずかににじむ程度の状態は，ステムの潤滑の役目にもなるので，これを目安に締めかたを調節するのが理想的である。この状態から漏洩の度合いを見て逐次締めてゆき，締めしろがなくなればグランドパッキンの交換，増いれをする要領が最も望ましい。ただしバルブの形式あるいは流体種によって，平時のグランドもれ程度が異なることは当然である。

バルブと増締めは経験にもよるが，できるかぎりオペレーター自らの保守作業とすべきで，それはバルブ操作をより安全に，正しく行なうことになるからである。

⑶　その他の外観点検

運転中におけるバルブの主要な日常点検項目は，前⑴⑵のほかつぎのことがあげられる。

①　フランジ部分からの漏洩の有無を点検する

②　ボディ，およびボルト・ナット部からの漏洩がないか点検する

③　ボルト・ナットのゆるみ，保温（保冷）材の破損の有無を点検する

④　塗装の状態を点検する

⑤　バルブの傷，振動によるステムの動きを点検する

⑥　バルブ前後の異音，温度変化に注意する

⑦　バルブ開度の状態（ゲートバルブの半開等）を点検する

⑧　標示類の管理状態

⑨　保温材への油のしみこみがないか，熱で発煙していないか確かめる

⑷　新品バルブ（整備品を含む）を初めて操作するときの注意点

①　取付方向にまちがいがないか確かめる。

特にグローブバルブ，チェッキバルブのように流れ方向が指定されるものは使用前に必ず確認すること。

②　流体を通す前にバルブを全開，全閉にしステムの回転移動状態，グランドの締めつけ，余裕の（しめしろがあるか）状態を点検する

この項は取付前に行なうことが前提で，やむを得ず確認しないまま取付けられた場合に忘れず行なうこと。

③　前項の点検で操作困難なときはグランドの締めつけ調整，ステム，ハンドホイルの回転部等に注油し操作が容易になるよう手入れをする。

④　使用開始時には特に理由がない限り全閉の状態からはじめることが望ましい。使用開始後はグランドからの漏洩状態を点検し，必要あれば増締めをする。

⑸　その他

①　ステムの塗装は厳禁

定修で整備，または新しいバルブを取付けた配管等に塗装するときは，ステムやギヤ等回転しゅう動部に塗装してはならない。これは操作時に回転しゅう動を困難にし，故障の原因となるからで，塗装してから手入れをするのではなく塗装されない工事管理が必要である。小型のバルブのステムには前もってグリースを塗布して塗装するように工事担当者に指導するのも一考かと思う。塗装後，グリースを取りのぞくとステムへの塗装はなくなる。

②　ハンドホイルへの札つけは緊急操作を危険にする

番線等でハンドホイルにくくりつけると操作の邪魔になり，思わぬ人災の原因となる。

原則としてハンドホイルへの取付けはさけヨークなどを利用すること。（開閉をしてはならない重要なものについてはむしろ取外しが簡単にできない方法が望ましい）

